
第Ⅱ部門    環境に配慮した簡易設置型筒状構造物による底質移動制御 

 

                    神戸市立工業高等専門学校 正会員 柿木 哲哉 辻本 剛三 

                    神戸市立工業高等専門学校 学生員 ○高岡 健司 

 

1.はじめに 

 沿岸域の底質移動を制御する場合，従来の方法

では突堤や離岸堤などの構造物を建設する．しか

しながら，このような構造物を設置してしまうと

物理・化学的に環境に対して負荷であるばかりか

設置に伴う海岸地形変化の恐れがあるなど数多く

の問題をはらんでいる．そこで本研究では簡易設

置・移動・撤去可能な筒状の袋体を用いた没水型

構造物により，底質の移動制御が可能か否かを考

える．そのため，構造物周りの流況，外力を実験

的に調べる．なお本研究で想定している構造物と

は，現地の砂を筒状の袋体の中に詰め込んだもの

で，仮に筒状の袋体が破れても，現地の砂を使用

しているため環境に負荷がかからないものである． 

2.研究内容 

 構造物に作用する外力を評価するため，構造物

周りの流況を可視化実験ならびに画像解析により

明らかにする．実験装置は図-1 に示すとおりで，

2 次元造波水路に勾配 1/10 の斜面を砂で作製し，

斜面の沖側には 4ｍ程度の水平部分を設けた．底

質移動制御用構造物（直径 5cm）は斜面の始点に

水路横断方向に設置した．また，底質移動制御用

構造物の現地スケールは 50cm を想定している． 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 実験状況 

 次に，画像解析用の可視化画像は水槽の側面か

らガラス越しに撮影した画像を使用し，画像解析

には PIV（Particle Image Velocimetry）を用いた．

なお，可視化画像のサンプリングレートは 1/500

秒とした． 
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 実験ケースは表-1 のとおりである．水深と波高

の影響を見るために，周期を 1 秒と固定し，水深

と波高を換えて実験を繰り返した．水深 40cm は

満潮位，30cm は満潮から水位が低減したものを

想定している．波高 2cmは平常時，8cmは高波浪

時を想定している． 

表 1 実験ケース 

 水深 

（cm） 

波高 

（cm） 

周期 

（ｓ） 

Case1 40 2 1 

Case2 40 8 1 

Case3 30 2 1 

Case4 30 8 1 

3.実験結果及び考察 

(1)水平流速の鉛直分布 

 図 2 は構造物直上の水平流速の鉛直分布で，波

の代表的な 4 位相（①ゼロアップ，②峰，③ゼロ

ダウン，④谷）のものである．これを見ると，ゼ

ロアップとゼロダウンは底面から水面方向にほぼ

ゼロ，峰と谷では構造物近傍で 8cm/s で水面方向

に低減しているのがわかる．これより波の位相が

峰のときに強い流れが構造物に作用していること

がわかる． 

図 3 は最大流速を示した波の峰通過時の水平流

速鉛直分布で，case1～4 を比較したものである．

Case1 と Case3 は平常時の波を想定したもので，

水位が満潮から低減したものを考えている．従っ

て，波が平常時であれば水位低下の影響はあまり

見られない．しかし高波浪を想定している Case

２と Case４は水位が満潮から低減すると構造物

まわりの流速が極端に増大するのがわかる．従っ

てこの構造物の設計計算を行う場合，外力として

は高波浪までを想定したものを用いる必要がある． 

底質移動制御用構造物 

 （筒状構造物） 入射波

1 10cm 水深砂 10 

撮影箇所

(2)流況と圧力分布 

 図 4(a)~(d)は構造物に作用する外力を知るため 

に，図の左上の点を基準 0(Pa)として，構造物周りの
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圧力分布を相対的に示したもので，(1)で最も流速の

大きかった case4 の結果である．なお，波の位相は(a)

ゼロアップ，(b)峰，(c)ゼロダウン，(d)谷である．これら

の特徴として，①ゼロアップ，ゼロダウン時に構造物背

後にその直径と同程度の渦が発生し，特にゼロダウン

時の渦が顕著であり，この渦により構造物岸側には洗

掘が生じた．また②峰通過時に構造物の両側の圧力

差が最大になり，構造物が岸向きの力を受けていた，

などがあげられる．さらに，この実験を続け，波を

あて続けると図 5に示すように，ある一定の洗掘

深に到達し，それ以上洗掘されなくなった。 

4.まとめ 

 平常時を想定したケースでは比較的穏やかで特

に洗掘も見られなかった．しかし，高波浪時を想

定したケースでは，峰～ゼロダウン通過時に構造

物背後にできた渦により岸側が洗掘され，また，

構造物に作用する力は波の峰通過付近で最大とな

り，その向きは岸向きであることが分かった． 
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図 4 流況と圧力分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 流況と圧力分布（底面形状安定後） 
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図 2 水平流速の鉛直分布 
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図 3 波の峰通過時の水平流速の鉛直分布 
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